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良い経営者を目指し、共に学び、共に育とう！

商い話
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　11月16日ベルヴィ宇都宮を会場に栃木同友会 2021

経営フォーラムがハイブリッド開催され会場及び ZOOM

併せて70名余が参加した。

　冒頭、八木仁代表理事が「同友会に入会して21年、

沢山の方 と々名刺交換を行ってきましたが、最近会社を

たたまれる方がありました。その方々を同友会の学びの

場にもう少しお誘いしておけばよかったと悔やまれます。

同友会は他社の経営体験をヒントに自社を顧みる貴重な

場であり、本日は同友会で学んで成長を続ける皆さんの

報告です。しっかり学んで参りましょう」と代表理事挨

拶を行った。さらに、来賓として登壇した烏山信用金庫

の岡安義彦常務理事は「コロナ禍に潤沢な資金を準備

された企業も多いかと思いますが、今こそ自社の足場を

固める取り組みが大切です」として栃木同友会と烏山信

用金庫が連携して行う「経営基礎講座」の紹介などを行

い、「本日も“からしん”より7名で参加しています。しっ

かり学ばせていただきます」と挨拶した。

　今回のフォーラムはコーディネーター及びパネラーのす

べてが「経営指針をつくる会」の卒業生であり、自社の

経営指針を軸に、この数年でいかに会社が変化してきた

のかを語り合った。（内容は次号掲載）

　

パネルディスカッション後、10のグループに分かれてグ

ループ討論が行われた。各グループとも久しぶりの「リ

アルグループ討論」に時を忘れて語り合う光景が見られ

た。

　最後に経営フォーラム実行委員長として石川大樹氏が

登壇し「これまでZOOM中心でリアル開催を熱望されて

いた方も多かったと思います。本日はいかがだったでしょ

うか？」（拍手）「これまで動けずにいた青年部の設立に

向け皆様の会社を訪問させていただきますので、よろし

くお願いします」と青年部設立に向けた再発進を告げ、

盛会のうちに閉会した。

［文責　事務局］

コロナ禍の今こそ自身を変革！
〜学んで変わった経営実践から自社を“つくりなおす”ヒントをつかむ〜

八木匠氏
㈱シンデン

フォーラム終了後の記念撮影

千野武久氏
㈱下野テレビ映像

パネルディスカッション
右から　コーディネーター　行廣智明氏　

パネラー　伊藤一星氏・山嵜俊也氏・小岩圭一氏

グループ討論

新会員紹介
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　10月21日〜22日の 2日間、第21回障害者問題全国

交流会from埼玉が、オンラインで開催された。障全

交では初めて47都道府県すべての同友会からの参加と

なり、過去最高の826名が参加した。1日目は 7つの

分科会が開催され、人間尊重の経営が、仕事に誇り

と喜びを見出すためには必須であると学びを深めた。

2日目の記念公演は、「渋沢栄一に学ぶ福祉の未来

〜共生社会に向けて中小企業家が今何をすべきか〜」

をテーマに、ノートルダム清心女子大学の杉山博昭教

授より報告があった。渋沢栄一翁（1840 〜1931）は、

近代日本の形成期に活躍し、日本資本主義の父と呼

ばれている。さらに福祉の先駆者として、東京養育院

から始まり、中央慈善協会（現・全国社会福祉協議会）

の初代会長を務め、救世軍、岡山孤児院、家庭学

校などの運営を支援した。日本初の知的障害児施設、

滝乃川学園の3代目理事長を務め、日本の知的障害

者福祉を大きくリードした。救護法（現・生活保護法）

制定においては、病床から命懸けで陳情したと伝えら

れている。

　渋沢栄一翁といえば、「論語と算盤」が非常に有名

だが、彼の生き様からもそのバランスの大切さを学ぶ

ことができるという報告だった。杉山教授は、渋沢翁

の経営姿勢と福祉への姿勢の共通点を、①目前の課

題が困難だったとしても逃げない。自分の責任として

取り組む。②自分で動く。③厳しい状況でも諦めない

で難題に立ち向かう。④将来への見通しを持ち、確

信を持って向き合う。と4つにまとめた。中小企業に

おける労使関係の見解にも通じると感じた。また倫理

観だけ高くても、

持続可能な経営

を大切にしない

と組織の存続や

発展はない。ま

さに「論語と算

盤」の「と」が

大切だと学んだ。

そして「と」の

意味とは、人の

力（強み）を生か

しながら、人を

大切にし、対等

であることを忘れずに社員さんを尊重しながら持続可

能な経営を存続、発展させる姿勢だと思った。渋沢翁

は、自社の経営のみの視点ではなく、日本社会の課

題も自分の責任として取り組み、諦めずに立ち向かっ

ていった。その姿勢は、現代のSDGsの取り組みに

も共通すると感じた。

　新型コロナウィルス感染症のパンデミック、自然災

害の拡大などを受け、社会が企業に求める役割は大

きく変化した。人類共通の大きな課題の解決に向けて

積極的な役割を果たすことが求められている。自社の

存在意義を見つめ直し、何のために経営しているのか

考える時に、どのようにして世界を変革するのかまで

考えることが求められる時代になってきていると感じ

た。

［文責　神戸真弓　NPO法人CCV］

　10月の県南支部例会はZOOMで開催された。

　冒頭は八木代表理事から経営者がまず認識してお

かなければならない事として以下の事が報告された。

①組織化と役割について。

②全ての人が年を取る事を前提に物事を考える必要性

があること。

③約束は先約優先であり、損得で判断してはならない

こと。

これら3つは相互に係り合う関係性があり、それを基

礎として、その上に同友会の学びを乗せていこうとの

話があった。

　そして議論のテーマは労使見解を中心に展開される。

「労使見解」は不易流行

人を生かす経営の実践で共生社会の実現を！
〜本気の企業づくりで夢ある未来を切り拓こう〜
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日本一！お節介な会社を創る
報告者　株式会社アイル　就労支援施設あいる　代表取締役　髙久典朗氏

　令和 3 年10月27日、県北・ダイ

バーシティ委員会共催の企業訪問

例会が開催された。

　就労支援B型の株式会社アイル、

参加者は 6 名で訪問した。

　　　　　　　　　法人設立当初、株式会社アイル

　　　　　　　　は障子・襖の張り替えを業務内容

としていた。現在は就労支援を業務としている。その

業態変更には、代表の髙久氏の熱い想いがあった。

　髙久氏はこの法人設立前に20年以上介護事業所で

働いていた経験があった。わけあって介護の業界から

離れた。その離れた時期に、地元の先輩から声がか

かり、障子・襖の張り替えに携わった。それが7年前

のことである。障子・襖の建具の仕事をしていても、

何か社会に貢献したいという想いがふつふつとあった。

2年前その想いを実現すべく障がい者就労支援施設と

して起動したという。

　開所当時の2年前は、ちょうど新型コロナが発生し

た時期もあり、開所から3か月間は利用者がなかった。

しかし、ある方から利用者の紹介を受けたことから状

況は一変した。その利用者にとって過ごしやすく働き

やすい環境か試行錯誤の繰り返し、利用者のことを

一番に考え動いていたら、気づけば現在の利用者は

25人。他の事業所から受け入れを拒否された方も数名

いる。髙久氏のモットーは受け入れを拒否しない。利

用者を受け入れる時に、相談支援員から情報をもらう

が、その利用者の良いところだけを聞くようにしている

という。その方の欠点や問題点を聞いても、何にもな

らないとの考えからだ。会社は「日本一！お節介な会

社を創る」ことを目指している。そんな髙久氏は、今

の介護福祉事業の現状と今後を憂いていた。介護の

現状と今後を熱く語り、CCVの神戸氏と宇賀神氏と

意気投合し、様々な情報交換も行っていた。

　余談ではあるが、髙久氏からは「将来は県北に野球

の球団、ソフトボールの球団を持ちたい」と夢も聞か

せていただいた。

［文責　八木澤和良　八木澤社会保険労務士事務所］

　先の3つの事と、労使見解を踏まえて各会員から発

せられたそれぞれの労使見解に対するその想いを紹

介する。

「経営者は社員に対して損得優先ではなく先約が優先

されるべき。それは社員との信頼構築を築く為であ

る。」

「労使見解が創られた時代と現在では外部環境が異

なっていると思う。」

「今労使関係でまず重要なのは賃金だが、自社と同業

他社を比べると自社の賃金は低い。だから別の何かを

社員に提供出来るかを考えている。」

「売上を優先する事に意識が向いていたが、労働者の

生活を保障するという部分に関しては振り返ると出来

ていなかったかも知れない。」

「労使見解を読むまで、書かれている様な視点を持っ

た事が無くて驚いた。」

「労使見解は同友会の経営理念だと感じている。」

「時代が変わっても、経営者としてやっていくべき事が

明確に書かれていると思う。」

それぞれの想いの背景を聞いていると、経営者として

共感出来る事が多 あ々った。

　むしろそのほとんどが決して他人事では無いと感じ

た。

　改めて労使見解を経営の不易とし、時代の変化に

対応する柔軟性について深い学びを頂いた。

［文責　阿良山輝明　株式会社アイテム］

就労支援B型事業所アイル
髙久典朗氏

見学風景
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